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ふ
る
さ
と
納
税
と
は

南
あ
わ
じ
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

「
南
あ
わ
じ
市
」
を
知
人
に

お
ス
ス
メ
し
よ
う
！

寄
附
金
の
使
い
道
を
選
べ
る

　
ふ
る
さ
と
を
想
う
気
持
ち
を
伝

え
る
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
ふ
る
さ
と
納
税
。
寄
附
者
に
南

あ
わ
じ
市
の
食
の
魅
力
・
風
土
を

感
じ
て
も
ら
い
、
人
と
つ
な
が
り
、

フ
ァ
ン
と
し
て
南
あ
わ
じ
市
を
応

援
し
て
く
れ
る
存
在
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
「
南
あ
わ
じ

市
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
な
り
、
豊

か
な
食
材
や
魅
力
あ
る
特
産
品
を

市
外
で
暮
ら
す
出
身
者
や
知
人
へ

Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
類
は
ふ
る
さ
と
創
生
課

つ
な
が
り
開
発
室
で
準
備
し
て
い

ま
す
。

Ｐ
Ｒ
活
動
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

❶
市
外
の
知
人
へ
直
接
お
ス
ス
メ

く
だ
さ
い
。

❷
市
外
の
知
人
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
（
所
定
用
紙
あ
り
）。
ふ

る
さ
と
創
生
課
か
ら
Ｐ
Ｒ
書

類
を
郵
送
し
ま
す
。

❸
同
窓
会
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
市
外
の
参
加
者
へ
Ｐ
Ｒ

チ
ラ
シ
を
用
意
し
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
つ
な
が
り

開
発
室
☎
43
・
５
２
０
５

　
寄
附
者
の
想
い
を
市
の
事
業
に

反
映
す
る
た
め
、
寄
附
金
の
使
い

道
と
し
て
、
子
育
て
支
援
や
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
の
保
存
、
福
祉
・
教

育
環
境
の
整
備
な
ど
、
5
つ
の
事

業
を
掲
げ
、
市
民
の
た
め
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で

に
使
用
し
な
か
っ
た
寄
附
金
は
、

今
後
実
施
す
る
事
業
の
財
源
と
し

て
基
金
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

◆
市
内
在
住
の
人
が
本
市
へ
寄
附

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
す
る
場
合

も
、
寄
附
額
（
上
限
あ
り
）
に
応

じ
た
使
い
道
を
指
定
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
国
の
基
準
に
よ
り
市
民

へ
の
返
礼
品
贈
呈
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

ふるさと納税で
南あわじを応援してください！

南あわじ市への寄附金額の推移

3 2

と
納
税
）」
を
平
成
20
年
度
に
ス

タ
ー
ト
。平
成
27
年
10
月
か
ら
は
、

寄
附
者
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち

を
形
に
し
て
伝
え
る
た
め
、
特
産

品
の
贈
呈
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
寄
附
が
急
増
し
、

平
成
27
年
度
は
１
万
人
を
超
え
る

本
市
フ
ァ
ン
か
ら
約
4
億
9
千
万

円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
治
体
間
の
返
礼
品
競

争
が
問
題
視
さ
れ
ま
し
た
が
、
本

市
は
常
に
基
本
ル
ー
ル
を
順
守
し

な
が
ら
毎
年
3
億
円
を
超
え
る
寄

附
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
は
、
個
人
が
自

治
体
へ
寄
附
す
る
こ
と
で
、
所
得

税
や
住
民
税
か
ら
※
減
額
（
控
除
）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。
ふ
る
さ
と
や
応
援
し
た
い
自

治
体
へ
の
想
い
を
形
に
す
る
手
段

と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
、
寄
附

し
た
自
治
体
か
ら
返
礼
品
が
贈
ら

れ
る
た
め
、
年
々
関
心
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
は
、
平
成
30
年
度
は

過
去
最
高
の
約
２
３
２
２
万
件
、
　
南
あ
わ
じ
市
で
も
「
ふ
る
さ
と

南
あ
わ
じ
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ

約
５
１
２
７
億
円
の
寄
附
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
自
治
体
の
財
源
確

保
の
ほ
か
、
知
名
度
の
向
上
や
地

元
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
地
方
が
活
性
化
し
元
気

に
な
る
制
度
と
い
え
ま
す
。

※
申
告
に
よ
り
、
所
得
税
の
還
付
や
翌

年
の
住
民
税
か
ら
減
額
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
減
額
の
対
象
と
な

る
寄
附
額
に
は
上
限
が
あ
り
、
所
得

や
家
族
構
成
な
ど
で
異
な
り
ま
す

　平成30年度の「ふるさと南あわじ応援寄附金（ふるさ
と納税）」は、1万 333件、3億 6,088 万円となりました。
寄附いただいた全国の南あわじ市ファンの皆さま、また、
ふるさと納税のＰＲにご協力くださっている市民の皆さま、
ありがとうございました。今後も、市のサポーターとして
地域の元気アップに皆さまの力をお貸しください。 ふるさとチョイス 楽天市場

南あわじ市へのふるさと納税サイト

特集　ふるさと納税で南あわじを応援してください！

応援ありがとう 
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寄附金の活用事例
（平成21年度～30年度）

　ふるさと納税でいただいた寄附金は、５つの
事業の中から選ばれた使い道に沿って、南あわ
じ市の発展のために活用しています。

年度 寄附額
20 3,707 万円
21 3,978 万円
22 1,172 万円
23 800万円
24 319万円
25 403万円
26 675万円
27 4億 9,299 万円
28 4億 3,849 万円
29 3億 3,048 万円
30 3億 6,088 万円
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　敬老会は平成 27年度から市内 21地区で開催され
ており、趣向を凝らした事業が行われています。また、
東北の被災地に中学生を派遣する
「防災ジュニアリーダー養成」が平
成 29年度から始まり、学校や地域
の防災意識の向上を図っています。

福祉や教育の環境整備、
活動の推進

■敬老会事業（敬老祝金ほか）　5,753 万円
■教育振興事業　1億 1,275 万円　ほか
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　500年の歴史をもつ淡路人形浄瑠璃を後世に伝える
ため、発祥の地 " 南あわじ市 " で普及活動や後継者育
成に取り組む淡路人形協会を支援しています。

淡路人形浄瑠璃の保存、
伝承または後継者育成

■淡路人形会館建設事業　8,762 万円
■淡路人形浄瑠璃の保存・伝承　7,713 万円

5

　マイホーム取得補助事業による転入促進により、平
成 28 ～ 30 年度までの 3年間で 100 世帯、248 人
が転入しました。また、33
世帯は市内業者の建築による
もので、地域経済の活性化に
も役立っています。

元気で明るいまちづくり
■マイホーム取得補助事業　1億 3,336 万円
■高齢者等元気活躍推進事業　2,138 万円
■地域づくりチャレンジ事業　406万円　ほか

3

　第二次世界大戦中に戦没した約 20万人の学徒を慰
霊する施設である「若人の広場」。ペン先をかたどっ
た記念塔前に「永遠の灯」を灯し続け、平和を願う公
園として管理しています。

若人の広場の灯を
永遠に灯し続ける

■若人の広場公園管理事業　1,955 万円

寄附金を活用して３歳以上の保育料無料化

■ 3歳以上保育料無料化事業　2億 5,473 万円
■すこやか子育て医療費助成事業　１億 7,392 万円　ほか

　全国に先がけて３歳以上保育料無料化に取り組み、
「南あわじ市」＝「子育て
にやさしいまち」というイ
メージが定着しました。出
産祝金の申請をみると、第
３子以降が増加傾向にあ
るなど、多子家庭の子育て
支援につながっています。

少子対策および子育て支援1

出産祝金第３子以降の申請
年度 人数（割合）
26 55人（15％）
27 64人（18％）
28 75人（21％）
29 84人（28％）
30 62人（22％）


